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概要　胎児心 電計及 び分娩監 視 装置を 使 用 し て 分 娩 時，特 に 分娩第 2 期 に お け る 子 宮 収 縮 と 胎児 心 拍数 変動 及

び胎 児 脳 圧 の 変化 の 関 係 に っ い て 研 究 し ， 分 娩時 tZ胎児 に 及 ぶ distressに っ い て 考 察 し た．
A ）胎 児 胎盤 循 環 に 及 ぼ す 子 宮収 縮 の 影 響 ぽ，そ の 収 縮 の 強 さば か りで な く，こ の 収 縮 の 持続時 間 が 問題 に な

る と 思 わ れ る の で 収 縮 の 強 さ 及 び そ の 持 続 時間 と胎 児 心 拍数 と の 関 係 を 調 査 す る た め 20mmllg，30   Hg，40m 皿

H9
，
5D   H9以 上 の 各 々 の 子宮堰縮持続時間 と 胎児 心 拍 数変 動 と の 関係 を 子宮収縮直前 の 胎 児 心 拍数 と 比 ぺ て 検

討 し た ．

　1）　子 宮 収 縮 時間 と 胎 児 心 拍 変 動 数 と の 問 に 20皿皿  以 上 の 収縮 圧 と の 相 関 係 数 γ
＝十 〇．29，30mmHg以 上 の γ

＝十〇．29，40mmlk以 上 の γ
＝　十 〇．28，50     以 上 の γ

＝十〇．25，で あ り20    以．ヒ，30mmHg以 上 で は 有意の 正

の 相 関 が あっ た．

　 2）　 子 宮 収 縮 と 胎児 心 拍数 の 最 低 値 に つ い て も有 意 の 相関 が あつ た ．
B ）子 宮 収 縮 中 の 胎 児 心 拍 の 変 動 を 谷 型 ，山 型，増 減型 ，増 加 型，減 少 型，平 担 型 の 6型 に 分 類 し子 宮 収 縮 時

　 間 と 各 型 の 出現 を 検討 し た ．

　1） 20mmfS 以 上 の 収 縮 時 に は 平 担 型 が 46％ で 約 半 数 を 占め ，谷 型 が 26％ を 占め た．20  Hg以 上 の 収縮 時 に 比

　 べ 40mmbe以 上 の 収 縮 で は 変 動 す る 型，特 に 谷 型，増 減 型 が 多 く約 70％ を 占 め た ．

　2） 401皿 Hg以 上 の 子 宮収縮圧 の 時 と 40皿 H9以 下 の 子 宮 収縮 圧 の 時 と の 各型 の 分 布 を 比 較 す る と 谷 型，増減 型

thX40mmI
−
ig以 上 の 時 に 多 か っ た （33．28＞ X2 ＝ 11．07）．

　3） 以 上 の 事 か ら子 宮 収 縮 が 胎 児 に 及 ぼ す 影 響 と し て 40mmHg 以 上 の 収 縮 圧 ， 即 ち 予 宮 の Tonus の 平 均 工0 

｝lgを 加 え る と 50mmHgJ／上 の 収縮 圧 の 持 続 時 間 に 密接 な 関 係 が あ る と 考 え ら れ る．
C ）子 宮収 縮 時 の 胎 児 心 拍数 の 変動 と 新生 児 仮 死 に つ い て ， a ．子 宮収縮 に 伴 な 5胎 児 心 拍 の 変 動，　 b．仮 死 と

　心 拍変 動 の 型 ， C・子 宮収 縮 終 了 に 伴 な う胎 児 心 拍 の 回 復 ，
　 d．棄却限 界 下 限以 下 の 胎 児 心 拍 の 持 続 時 間 の 点

　 に つ い て 検討 し た ．
D ）胎 児 脳 圧 変化 の 測 定 は 家 兎 胎 仔 を 用 い て ，子 宮収縮 圧 の 測 定 と 同様 に 内 径 O．8皿 の 穿刺針 を用 い て 胎嚢 を

　 通 し て 直 接 胎 仔 頭 部 に 刺 入 し た．

　1）　子 宮 収 縮 中 の 胎 仔 脳 圧 の 変化 は 2〜10皿 li皀に 及 ん だ 渉 子 宮収 縮 曲 線 と は 関係 な く健康 な 胎 仔 に あつ て は

子 宮 収 縮 が 脳 圧 の 変化 に 直 接影 響 し な い よ うで あ る．

　2）　子 宮収縮 圧 が 生 理 的範囲 に お い て は 胎児 脳 圧 は 収縮 の 影 響を 受 け な い が 死 亡 直前 に 於 て は 胎児 脳圧 の 変

動 と し て 現 れ る．

　3） 胎仔頭部 の 頻 回 又 は 強度 の 圧 迫 に よ つ て 胎 仔 心 拍 は 著明 な Bradycardia と な る．

　　　　　　　　　1． 緒　 　言

　 分娩の 日 的は ， 生児 の 娩出 に あ る ． 分娩の 3 要素の

内，骨産道 にっ い て は ，
Caldwelli）

や Moloy
」
Menges

，

Guthmann ，　Martius ， 鈴村等 に よ つ て ，叉子宮収縮 の 研

究 は Schatz2），　Bourne3，
　t　Woodbury ，鈴村等

4
｝s）

等 に よ り

そ の 詳細 な報告が 行 な わ れ て い る．

　 しか し，分娩 中の 胎児の 状態の 観察 として は ，子宮収

縮 の 間歇期 に，断続的に b ラ ウベ に よ り聴取 した 胎児 心

拍 を指標と して い る の が現状であ る．こ の様 な方法 では ，

分娩 の 進行中の 正 確な児 の 状態 を観察 し ， 特 に 子 宮収縮

に よ り増加す る であ ろ う児の distressを知 る事 は 困 難 で

あ る．

　最近の electronics の 発達 は ， 胎児 心 音，及 び胎児心

電 に よ る連続的記録を可能 に した．胎児 心電が 子宮収縮

時 に記録 可 能 で あ る の に 反 し ， 胎児心 音 は，子宮収 縮 に

よつ て記録困難 と な り，収縮終了後 の 出現 も遅延す る 欠

点が あ る，そ こ で私は，胎児心 電計，陣痛計を用い て 次

の 事 を 研 究 した．即 ち

　1） 胎児心電計 に よる胎児心拍数

　2）　子 宮収縮 と胎児心拍数の 関係

　　a ） 子 宮収 縮時間 と胎児心拍の 変動

　　b） 子 宮収縮時閥 と胎児心 拍数の 最低値

　　 c ） 子 宮収 縮 時間 と胎 児 心 拍 変 動 の 型

　3）　子 宮収 縮 と脳 圧 の 変動及 び胎児脳圧 の 変動 と胎児

　　　心拍数の変動

　4） 胎児心拍数 の 変動 と新生 児 仮 死 の 関係
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であり，子宮取縮 が ， 胎児に及ぼす影響を究明す る と共

に ，分娩時 に児 を監視す る上 に誤 りの な い 基礎資料 の
一

助 に した い と考 え た ．

　 （1）　　E台児 ノひ電言卜及 ごメ月台児 ノ』オ白言十

　 1906年 Crem 。 r ’／） が 胎児心電 を最初 に 報告 して 以来，

1921年 Fallsと Rockwood η
が microphonic −stethoscopc

を用い て 胎児心音 を聴取 し，1935 年 Bierring 等
B ｝

に ょ

つ て electro −stethograph が製作され ， 叉工940年 Kirsh−

baum に よつ て 心 者 の 増巾が 行な わ れ た ．更 に 1953年英

国で初め て Gunn とWood が胎児心音を増巾 し Oscillo−

SCQpe を 用い て記録 し ， こ れ を算出した．こ れ ら一
連 の 胎

児心音の 研究に対 し，胎児 心電図 が本格的 に 研究され だ

し たの は，工936年 に Strassmann が 大人 の 心電計を用 い

て Vacuum 　tube か ら誘導 して撮 つ て か らで あ る．更 に

1938年 BellA） が英国で 最初 に Preamplifierを用い
』
（胎

児心電を増 巾し ，
1943年 Ward と Kennedy に よつ て 脳

波計の使用 に よ る最初の報告が 行 な わ れ て 以 来 ， 胎児心

電 に 対する関心 竜 次第 に深 ま り，1947年 BlenheimiO｝
に

よつ て胎児心電 の minite 　 elcctrical 　Petentialが ， 母 体

の 2，eoe 〜3，000 μV に対 して ， 7　・vTOFLV であ る事 が

報告 さ れ．て，胎児心電 の 特性 も明 らか に なつ て 来た．夊

1957年 Southernil＞ は，　 Vector　Amplifier　Syste皿 を用

い て 初 め て 胎児 の P ，Q ，
　 R ，　S の 心 電図 を取出した．こ

の 様 に して 胎児心 電図の 究明は 発展 し，1957年 Hon と

Hess12）13 ） 14 ⊃li ｝

に よ つ て 胎児 の QR ．　S 波 を 取出す cardio −

tach ・meter が初め て 作 られ，胎児心拍数の 連続記録 もM

能と な つ た．叉 Hon 等 とは 別 に，1960年 Gilson，1962

年 1・amkee 等
ゆ

及 び Larks エT）
も各 k 入 力電圧 5 〜 10G

μV に Low 及 び High 　cut した 胎児心電計 を 製作 し た ．

　 （2） 誘導方法

　Larksls｝ は 導子 を 腹壁上に，恥骨 1・．9．　S　2〜 3　cm の 場所

と．臍 4 横指上 とに 固定 す る方 法，あ るい 1・ま臍 上 と
一

方

は臀部 に 固定す る方法等 を挙 げ，Sureanie） は 導 子 の
一

方 を子 宮内 に挿入 し た．叉 SwartWout と WaltQn2 °）
は

Larks と同様に恥骨及び子宮底中央 に縦方 向の 誘導 を推

奨 した ．こ れ「ら種 k の 誘導方法 が 多 くの 研究者 に よつ て

発表 さ れ て い た が ，1961年 SureanU1）

が 腹壁 上 の 等 電 点

を求 め て ， 電 位 の 分 布曲線を作製 し，こ れ に よつ て 腹壁

か らの 誘導 方 法 は一応確立 され た ．

　 （3）　胎児心電の 出現時期

　1936年 Hcard と Burk1eyE2） が，妊 娠 13週 以 降 に は 既

に 大人 と同様な心電図が 認 め られ る 事を報告 した が こ れ

よ り早 くわが国で は前川 ， 豊島
E3 ）

が1930年 に ， 叉 1934年

に は，Easby 等
助

が既 に妊娠早期 の 胎児心電図 につ い て

報告 して い る．叉 1936 年 Hoff 等
25 ）

は 妊 娠13週 で心 室

波 を認 め ，20週 で 完 成 ざれ る と述 べ た ．し か し一方 1958 年

Larks 等
26）

は 妊娠 u 週
112

で QRS 波 を記録 し，　 Schmidt
z7 ）

は妊娠 12週
一
ご証明 した．　ま た 小林等

2a）
は 14週 2H で

QRS 波 を証 明 し，私
29 ）

も14週 0 口で 疑陽性 の もの を ，

15週 5 日 で確実に陽性 の もの を認 め た．

　 （4） 胎児心電 の 出現率

　Larks ！G）
は妊≡娠22i固で 100％，24，25週，及 び 31週 で一

時的 に50％ に低下す る が36涸以降は96％ に陽性であ る と

い s ，Lamkee15 ）
は15M9 週で100％ ，

2D〜24週で80％ ，

25〜35ma｛，ま100％，36〜3τ週 一
ご 75％ ，　38週以 β隼｝ま90〜100

％ で あ る と述べ て い る．叉 Schmidt 等
ZT ） に よ る と妊娠

20〜29週 で35％，30〜36週で78．T％，38週 以 降 は 92。8％

陽 性 であ っ た とい う．Hon 等
1o 〕

も16〜20週 で 88％ で あ

り，2Q週以降は83％陽性 に 出現す る とい う．い ず れ に せ

よ 周産期 に於 て は，90％前後 に胎児心 拍 は 出現 して い

る．小 林，武井等
囲

に よ る と．胎児 心 拍の 証 明率 は妊 娠

16週 よ り次第 に増加 し24週 で 100％ に 近 くな り ， そ の

後は30週で50％ に まで減少 し，再び増加 し36週以後 際 ゴ

100％ を示 して い る．私 も妊娠 5 カ 月 まで に T4％ ，6 カ

月 65％ ， 7 カ 月59％，8 カ 月56％， 9カ 月 82％ ， 1Gカ 月

以 上 に 10096の 陽性率 を認 め た．

　　　　　 2． 実験方 法及 び実験材料

　 a， 実験方法

　 （1）　　月台児及 VL
“
月台仔 走ト才自

　胎児心拍数は，福 田 エ レ ク ト ロ 製カ ル ジ オ ペ ッ ト TO

F − 1000型 を使用 した．心拍数 の 計測 に あ た つ て は R

棘波 を 計算 した ．本 器 の 搬送速度 は 25mm ！sec であ る の

で ま ず Balloon法 に よ る Kymographi 。 n 上 と同時 に

rnarker に て check し，計測開始点を明確 に して お く．

次い で記録 された R 棘波を 150n皿 〜75mlnの 距離， 即 ち 6

秒〜 3秒間数 え て，こ れ を毎 分 値 に 換算 した ．R − R 間

隔の 変化 の 著 しい 時 に は，1 つ 1 つ の R − R 間の 距離 を

計測 して こ れを継 ぐよ うに した．

　又 ，実験動 物家朿胎仔 の 心拍測定 に あ た っ て は，福田

エ レ ク ト ロ 製の 分 娩 監 視 装 置 の 心拍 計 を 使 用 した ．

　 （a ）　逗台児 1ら電言i一

　 カ ル ジ オ ペ ッ ト TOF − 1000型 の Block−Diagram は

図 1 で示 す通 りで あ る．こ の 胎児 心 電部 の 電気的諸特 性

は ，
Sff．es入力差動型 で 5 段 増巾，入 力 電圧 50μV に 対 し

て 記録 され る Pen の 最大感度 は ± 40mm で増巾器固 有 の

内部雑音 は ユ0μV 以 下 であ る ．陦定数 は 2．5　sec （1mV ），

N 工工
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図 1　 胎 児 心 電 部 Block−Diagram
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図 2　 周 波数特性曲線
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図 3　分娩監視 装置 Block−Diagram
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図 4 　胎 児 心 電 パ ・レ ス 成 形遅 延 及 び 消 去 の 動 作
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図 5　 振 巾
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心 拍 r毎分 値）　 図 6　 各種 の 胎 児 用
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0．2sec ， 0．01　sec の 切換式 ， 弁別 比 62　db （1mV ），
70

db （5舮 V ），較正 電圧 1mV 　DC −50 μV 　DC の 屯の であ

る．なお 増巾器 の 周波数特性曲線 は 図 2 の 通 りである．

　 （b） 胎児及び胎仔心 拍計 （胎児心電拍数計部）

　 家兎胎仔 に使用 した 分娩監視装置は 日常胎児心拍 の 監

視 に 用い られ る もの で 図 3 に示 す よ うな Block−Diagram

で 構成 さ れ る．即 ち，胎児心 電，胎児心音及 び母体心電

の 拍数計算 と ， 波形記録及び監視，陣痛曲線 の 測定 とそ

の 曲線よ りプ ラ ＝ メータ値 を求 め る ブ ロ ッ ク よ り構成さ

れ て い る．胎 児心電 に よ る拍数 曲線 は 図 4 に 示 す 如 く，

増巾器で増巾され た信号 を マ ル チ バ ィブ レ
ー

タ
ー

に ょっ

て R 波 だ け を 5〜80msec の 巾を持 つ 矩形波 に 成形 す

る．一
方 母 体 の QRS の 時 間は 平 均 50msec であ る の で

一応 こ れ を胎児 心電に 含 ま れる母体心電 の 消去 に用い る

為 50msec の 固定 の 巾の矩形波に成形した，

　 （c ） 胎 児 及 び胎 仔 の 心 電及 び 心 拍誘導法

　胎児心 電 の 誘導に双極電極 を用 い た．即 ち ， 関電極の

2 つ を腹部の 縦方向 に，1 つ は臍 上 4横指 に，夊他の 1

っ は 恥骨 上部 2 〜 3cmの 所 に 固 定 した．叉 不 関電極は母

体足関節上方 に ア ル コ ール で拭浄 した 後，ジ ＝リ
ー

を塗

り皮膚 と導子 の 抵抗を で き るだ け少な くして 5c 皿 巾の絆

創膏で固定 した．な お 母体 の 体位 は 原則と して 仰臥位で

あ る．導子は，ドウタ イ ト （藤倉化成）を用 い た．こ の

導 子 は塩化 ビニール 0．5mmの 厚 さの 物でそ の 内 に銀粉 を

混入 し導体 と して軟性 で あ る．夊 使用 し た 導体の 大 き さ

は直径 2．Oc皿の 物 で あ る （図 6 （1＞）．家兎胎仔 に使用 した

導子は
1t4

針注射針 を釣針状 に 曲げ た もの で ， こ れ を直接

胎仔に刺入 して胎仔心拍数を採取 した （図 6　（2））．

　 （2）　子 宮収縮測定

　分娩時 の 子宮収縮 は Balloon 法 に よつ た．家 兎の 子

宮収縮 は 穿刺法 を 用 い ， 家兎子 宮胎嚢に 刺入 した．刺

入 した 針 は，ポ リエ チ レ ン チ ＝
・一ブ に 連結 し，こ れ を

図 7　 陣痛計 部 Block−Diagram

ストレンゲ−V’

傭
穿刺 針

辷

electromanometer に 接続 し，水銀柱の 変化 を電気 変換

し，こ れ を分娩監視装置 に あ る陣痛計 に連絡 した．陣痛

計 の Block・Diagram は 図 ？の 通 りで あ る ．こ の 陣痛計

の 電気的特性 は ， 入 力電圧 AC 　 100V
， 50〜60cls， 最大

振 巾は，胎児 心拍 計 と同 じ く40  ，最大感度 50gr’40 
，

直線性 は振巾 ± 15mmに於 て
，

ほ 玄 1eo％ ，
　 t　15mm以 上 で
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号

1，x．80％ で避）る．

　 （3）　肝笥圧E重員理定 1去

　内径 0．8mmの 穿刺針を用い て，こ れを胎嚢を通 じて ，

直接胎仔頭蓋内に 刺 した ．こ れ を electromanometer の

ト ラ ン ス ジ J ，．一サ
ーに連 絡 し ， 陣痛計 に連結した．導管

ぽ ヘ パ リン 液生食水で満た した．連結の 方法は図 8 に示

した 通 りであ る．

　b． 実験材料

　胎児心拍 と子宮収縮 との 関係の 研 究に は ， 分娩第 2期

を対象と した．対象例は H 本医科大学第 1 病院で分娩 し

急 産婦 23例であ る．こ の 内子 宮収縮 と胎児心拍 の 変動 に

つ い て は，少 く と も一収 縮 中，胎 児 心拍 の 連続記録で き

たもの を用 い た 為20例 とな っ た ．う（実験動物 は 単
一系 妊

娠家兎 30〜32日の も の 12例 を使用 した．

図 8　胎仔心 拍，脳 圧，羊　　図 9　 胎児 心 拍平均 数

　　　水 圧 測 定法

　　　　　　　コ　　　　　　　
　 　 　 駆

．
圧

辱灘軈
　　　・鵬

・
鷲i韲 　

　
　
　
　

房戮ウ．

　

　
　
　
　

鷹

月 前半 14T．6
， 10カ 月後半 147．1，11ヵ 月前半 144．9 と

妊娠末期 に な る に 従っ て減少 す る傾向を氷 した （図ユ1）．

⊂ れ を推 計 学 的 に検討 す る と，隣接 す る 各 妊 娠 月 の 間 に

は 有意差 は な く ， 又胎児心拍数 と妊娠月数 の 間 に も相関

関係を認 め な い．

　妊 娠 38週 1H か ら 翌 週 0 口迄の 胎児心 拍数の 平均は

146．4
， 信頼限界．L限 151．3，下限 140．7，棄却限界 上

限 170．8，下限 は 122．Tである，

　a ・ 子 宮収 縮 と胎児心拍 の 関係

　陣痛発作時に は 毎分30〜40の 胎児心拍 の滅少 は 正 常 で

も認 め られ る とい わ れ て い る．そ こ で胎児心電図か ら算

出 さ れ た胎 児 心拍数 の 変化 を観察 した ．確 か に 子宮収縮

時 に 著 明 に Bradycardia と な り子 宮収縮終了 と共 に速

か に 復 由す る もの が 多 い が （図12），叉 ， 殆 ん ど変化 しな

図 1」　 各 月別 胎 児 心 拍 　 図12　子 宮収 縮 と 胎 児

　　　数 平 均 値 　　　　　　　心 拍 数 変 動

　 1　 坤攜 ft，　K 　fi1の
　 　 　 肥 児 己］皀甑
　

’／t
　 　　　 　　 　　　 　　 　　 チ

匙 ・ 一・・．　 熹 ・蛎
　
り  ＼ A

慌1鰍 liilwハ噛
　” nL．、一＿，　 ご覧ニー．数 Sc’．
　 　 s　6　 ／ 8　　 　

．
月

　 　 　 　 　 薊 霞舳

図 13　子 宮 収 縮 と 胎 児 心 拍 数 変動

　　　　　　 3． 実験成績 （ヒ ト）

　妊娠16週 OH か ら42週 0 日迄，即 ち 5 カ 月 初 め か ら11

ヵ 月前半 の 胎児に 心 拍 の 証明 で きた もの 135例の 内で，

胎児心拍数 を算定 し得 た もの は 64例 で あ つ た．64例の 胎

児心 拍数 の 最高値は175．7，最低は125・5，平均 149．6で
あ つ た （図 9）．但 レ同

一
胎 児 の 同

一一ee期 にお い て 毛胎児

心 拍数 は 変動 し毎 分 3 〜15の 変動 を64例全例 に 認め た

（図 10）．夊 測 定 した 胎 児 心 拍数を各妊娠 月 別 に 分類 し，

そ の 心拍数の 平均を見 る と妊娠 5 カ 月は 156．2，6 カ 月

151．9，7 カ 月 152．2，8 カ 月 147．4，9 カ 月 150．2，ユ0カ

図10　胎児心 拍数の 変 動
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い もの もあ つ た （図13）．そ こ で 子宮取縮 時間 と胎児心拍

の 変 動 に つ い て ， （1）子宮 収 縮 時 間 と胎 児 心 拍 O 変 動 ，

（2）子宮収縮時間と胎児心 拍最低値，　 （3）子宮服縮時聞

と胎児心 拍変動の 型 に つ い て検討 した．

　 （1） 子 宮 収縮 時 間 と胎児 心拍 の 変 動

　胎 児胎盤循環 に及 ぼ す 子宮収 縮 の 影響 は，そ の 収縮 の

強 さば か りでな く，こ の 収縮 の 持続時間が 問題 に な る と

思 わ れ た の で，こ の 収 縮 の 強 さ及 び そ の 持 続時間 と胎児

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

昭和42年 4 月 1 日 河 　 田 365− 15

図14　子 宮 収 縮 時間 r20    以 ヒ） と 胎児心 拍変動
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表 1　 各 子 宮収縮圧 の 持 続

　　時問 と 胎 児 心 拍 変 動 数

　 　 と の 相 関 係 数 の 有 意 性
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図 1740mmHg 以 L の 収 縮 時 図1850 皿 ［埴以 上 の 収 縮 時

　　　間 と 胎 児 心 拍変動 数　　　　間 と 胎児心 拍変動 数
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表 2　 各子 宮収 縮圧 の 持 続

　　時間 と 胎児 心 拍最 低 値

　 　 と の 相 関 係 数 の 有意 性

図 1920   1  以 ∫1の 収 縮 時　 図2030 皿   以 E の 収 縮 時
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図21　40mmE．  以 上 の 収縮 時 　 図 22　50mmHg 以 ［．の 収 縮時

　　間 と 胎 児 の 最 低 心 拍 数 　　　闇 と 胎児 の 最 低 心 拍数
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心 拍数 との 関係 を調 査 す る た め 20    ，30皿皿 1瑪 40mmlig，

50  ｝埴以 上 の 各 々 の T・宮収縮持続時間と胎児心拍数変動

との 関係を子 宮収縮直前の 胎児心拍数 と比べ て 検討 し た

（図14）．20mln  以上では20症例 87子宮収縮，3011  H9以 上

では 20症例75収縮，40    以 上 では 18症例 53収縮，50mm 

以 上 で は 14症例 35収縮 である．20mmd9以．Lお よび30mm 

以 上 の 子宮収 縮時間 （秒） を横軸，胎児心拍変動 を縦軸

に取 っ て そ の 関係 を 見 る と図 15，図 16 の 通 りで あ る．

即 ち20nl皿  以 上 の 収縮 E で，子宮収縮時間 と胎児心 拍数

（量）との 間 に γ ＝ 十〇．29，3舳 田  以 上で γ ：＝十 29，で有

意の 相 関関係 を有 す る．しか し，40nunl  以 上 で は γ ＝ 十

〇．28（図17），
50皿田取 以 上 で は γ ＝ 十 〇．25 （図18）， で 有

　　　”t 　　　　　ユ　　　　　　　　
〆6　 ？1

田
30
’
4ρ
「

ξ
’
p　 6グ

　 † 宮 4］．va−1寺：ヨ L秒 ｝ r −−11」’

意の 相関は な か つ た （表 1 ）．

　 （2） 子宮収縮時間 と胎児心拍最低値

　 （1）と同様に ， 子宮収縮後の 胎児心拍数 の 最低値 に つ

い て 検討 した ．

　即 ち，20mml  以．上の 収縮圧 の 時 の 子 宮収縮時間と胎児

心拍最低値 との 相関係数 γ
＝− O．19，30m皿llg以上 では γ

； − 0．32，40111］］1dgL）1上 で γ
＝ − O．56，50  贍 以上 で γ ＝

− D．31であつ た （図19，20，21，22）．

　 しか し20mmd9，50m111Hg以 上 の 相関係數 は 有意でな く30

mml   ，40n皿 Hg以 Etに お い て は 有意であ つ た （表 2 ）．

　ま た30mmlk．以．Lの 収縮圧 よ りも40皿mHg 以 上 の 収縮圧に

な る とそ の 持続時間が長 くな る に つ れ て一
層著明に 胎児

心拍数を減少 させ る （5 ％危険率）．

　 （3）　 子 宮 収 縮 と胎 児 心 拍 変 動 の 型

　 ゴ
ニ

宮収 縮 中 の 胎 児 心 拍変動 の 型 を 次 の 6 型 に 分類 し
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　　 図23　胎児 心 拍変動 の 型

撫1膿 識
醤

鸞蹴熱 。雌
図 24　谷 型 の 胎 児 心 拍変動

　 　 　 　 冫，麌 0 手刀 0 　32・万 　1−P

重 ⊥人M ⊥

額 戴

髭
鰭
兜
・’6”

課
μ ρ

ノ
「
鯉

　 ，’J”o
号勃
ttr‘o
拍

図27　各｛重の 胎 児・匚♪拍変動

譲 嘉 瀛 磁 痴 ＿ ？、
，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Tlm 巳

イ上 O ヌUO 　　29　0．P　 N ロ，「

隣騨
　

　

　

　
　
　
　
　
　

　

　

　

内鰾

予

宮
Ix

縮 　即

箔 ’s・

rt・　 ，．

邊 ，“

靆
謙
厂

抽

嘉

　

　

　
IL

「
1
」

ILL2

図25　増 減型 の 胎 児 心 拍変 動
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た．即 ち図23に 示 す 如 く，1） 谷型 ：子宮収縮 と共 に減

少 す るが 次 の 子宮収縮開始迄 に収縮前の 信頼限界内 に 回

復 で きる もの （図 24），2）　 山型 ：谷型 の 逆 の もの ．3）

増減型 ： 一
収縮 中に信頼限界外の 変動が 2 回以 k．あ る も

の （図25）．4） 増加 型 ：収縮 に よつ て信頼限界以 ．kに

胎 児 心 拍 が 増 加 レ ， 次 の 収 縮 に 至 つ て も 尚 下 降 しな い も

の ．5） 減少型 ：4）の 逆 の もの で あ る （図26）．6）　平

坦型 ：子宮収縮 が あっ て も信頼限界外に変動す る事 の な

い もの で あ る （図13）．な お 同
一

症 例 で も 時間 的 に各種の

型 を 取 る事が あ り， 必 ず し も同
→
症例が 同

一
の 変動型 を

取 る もの では な い ．図 27は，分 娩第 1期では 谷型であ る

が 分娩第 2期 で増減型 を主 体 と した例 で あ る．叉 同
一

例

の 分 娩経過中胎児心拍の 変動 の 型 は 変 る と共 に
一

時増悪

した 胎児心 拍 も あ る
一
定時問後 に 回 復 し得 る．次 に子 宮

収縮 時間 と胎児心 拍 変 動各型 の 出現 を 見 る と，2G  Hg以

上の 収縮時の各型 の 出現は 平坦型40収縮 で46．0％ で全体

の 約半数 を 占め た．谷型 は23収 縮 26．0％ ご，
こ れ に つ い

で 増減型 ，減少型 ，山 型，増 加 型 の 順 を示 した．又 2   

  以上 30秒未満の 収縮時 に は 平坦型の みであ り，30秒 以

表 3　 収縮 時間 と 心 拍 変 動 　表 4　収 縮 時 間 と 心 拍 変 動

　　の 各 型 （20mmH9以一h ）　　　 の 各 型 （40     以 上 ）

』
砂
「’中
蟹z タ5グゆ　ゆ6グ劉グ噂　ゆ

國一
棚噂
一　．．
小 計

」一亠 尸．

一一1
平　　3

肝 2ρ3卿
1
∬ 蜥 ’

」
小 計

平 94177i2 ！ 4ρ
一
21I 　　　 g

減 少 ．’ 2 ’ 1　 4 減 少

　 　 4「一
　 〆　 ノ ！ ！ 4

谷 〃 8141i23 谷 747 ’ ’
「2123

増 減i9321 　 ，

15
量曽減 64321 　 ／5

山 ／ ノ 1： 13 山 1 ’

噌 2 2 噌 ノ ’

上 に は各型 の 出現を 見た （表 3）．次 に40mm取以上 の 子宮

収縮時 に お け る各 型 の 出現を 見 る と表 4 に 示 す よ うに 平

坦型 は減少 し，谷 型，増減型 は そ の ま 」 存 在 した．表 4

か ら40    以 上 の 予宮収縮圧 と40m雁  以下の 子宮収縮圧

と各 型 の 分 布 を比較す る と谷型，増減型が垂Om祀 g以 上 の

収縮 の 場 合に 多 か っ た （33．28 ＞xs ＝ ＝ 11．07）J

　b．　胎児 心拍数の 変動と新生児仮死の 関係

　20例の 分娩の 内 ， 仮死 を 見 た もの 6 例でそ の i／Sl済帯の
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表 う　 胎 児 心 拍数変動 と 子 宮収 縮

　　胎 児心 獣 平 ・蝋 麟 ・界 ÷賜 楽・・囎 爆泌

巻絡 の あ つ た もの 2例，骨盤 位 1 例 で あ る．な お Apgar

指数 7以下を仮死 と した ．　 a ）子 宮収縮 に伴 な う胎児心

拍 の 変動，b＞仮死 と心 拍変動 の 型 との 関係，　 c ）子宮収

縮終了に伴な う胎児心拍の 回復，d）胎児 心 拍 の 棄却限

界下限以下時間，の 以 上 4 点に つ い て仮 死 との 関係 を検

討 した （表 5）．

　 （1）　子宮収 縮 に伴 な う胎児心拍数 の 変動

　骨盤位の 1例 を除外 した 19例中，仮 死 の 有 無 と20m皿Hg

以一Lの収縮時に お け る胎児心拍数の 最大 変動 （棄却限界

TeLM内 と以 上 ） との 関係 を 比較した．仮死 の あ つ た 5例

の 内 3 例 は棄却限界 以 上 の 変 動が あ つ た の に 対 し仮死の

な か つ た 14例 にお い て は棄却限界以上 の 変化 を示 した も

の は 2例 に 過 ぎな か つ た ．即 ち棄却限界 70以上 の変化を

来す もの に仮死 が 多く，70以 一ヒの 変化 の 少な い もの に は

仮死 が 少な か つ た （P ＝ O．084）．

　 （2） 仮 死 と心拍変動の 型 との 関係

　最大の 胎児心 拍変動 を示 し た 各 症 例 の 型 に つ い て 見 る

と仮 死 を起 し た もの 5 例中，4 例は谷型 ， 1例 は増減型

であつ た ．叉 谷型 の 4例 の 内 3 例 は棄却限界以上 の 変化

であつ た．一方 ， 仮死 の な か つ た もの で は 平坦型 5 ，減

少型 2 ， 谷型 丁，増減型 1 ，山型 2 ， 増加型 1例 であ

り， 棄却限界 以 上の 心拍変動を 示 した もの は 2例で，そ

の 内 1例 は Vacuum 分娩 を施 行 して い る．尚 こ の 例は

い ずれも谷型であつ た．

　　（3）　子 宮収 縮 の 終了慶，胎児心拍 の 回 復

　 子 宮収縮 終 了後 の 胎 児 心拍 の 回 復 に つ い て み る と，仮

死の あ つ た 5 例 の 内，4 例が 子宮収縮終了後 も尚胎児 心

拍が減少 す るか N は 回 復困 難 であ つ た の に 対 し仮死 の な

か つ た もの 14例中回復の 遅れた もの は 2 例に過ぎな か つ

た ．　尚 こ の 2例 の 内 1 例は鉗子 分娩に な っ て い る．　即

ち ， 回 復困 難な もの は 仮 死 に陥り易 く ，
容 易 に 回 復す る

もの は 仮死 に な りに くい とい える （危険率P ＝ 0．017）．

　 （4） 胎児心拍 の 棄却限界下限以 下の 持続時間

　胎児 心 拍 の 棄却隈界 （122） 以 下 の 減少 は 仮 死 を み た

もの 5例中 4例 でそ の 内 3例 に お い て は 持続時間が 24秒

か ら 150秒に及ん だ．一方仮死の な い もの 14例 中， 棄却

限界下限以下に 減 少 レた もの は 8例 で あっ た．し か しこ

の内でそ の 減少時間の 計測可能な症例は 5例 で仮 死例 に

下限以下の 下 降が多 い が 有意の 相違 とは い えなか つ た

（P ＝ O．11）．

　　　　　　　4．　 実験 成績 （家兎）

　 a ． 実験動物家兎胎仔 の 心拍数

　胎仔 の 心拍数 の 測定 は ，一
定温 度 ，

一定条 件 で家兎を

開腹後 ， 健 康な胎仔13例 （同
．一
母体を含まず）に 於ける

心拍数 を 計算 し た ，最低 の 胎仔心 拍数 （901毎分）を

示 した 1例 を除 くと胎仔心 拍数は 毎 分 110〜 350で あ っ

た．12例の 平均胎仔心拍数 は 268で あ つ た （図28）．

　　　　図28　　家 兎月台f子・［〉拍 数

　 　 　 　 　 家 ft　37509
　 　 　 　 　 妊娠 30 日

具台 児 脳 圧　30−
lOmm 抛／IOm限　詔・
　 　 　 　 ノP

．
胎 児心 拍数 fso．　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

］S°鰤

哩
．
』一

子 宮収 縮 圧　3P−
1°吶 ！」Om 競 ＿一．二 ＿ 一

一一へ

　b． 子宮収縮 と脳圧の変動，及び脳圧の 変動 と胎仔心

拍変動の 関係

　 （1） 子宮収縮 と胎仔脳圧変動 の 関係

　単
一系家兎12例 を使用 し た ．家 兎 は妊 娠 30 日〜32日 で

体重 は 25209〜5100g の もの であ る．12例の 内，母体開

腹時 ， 子宮収縮 を認め た も の は 9例で子宮収縮圧は 2瓢m

 
〜19    であ つ た ．叉 ，最 大の 子 宮収 縮時間 は 2 分 20

秒 に及ん だ．又 ， 子宮収縮 の あ っ た 9 例の 内，周期的 に

2 コ 以 上 認め られ る もの は 2例で他 は 散発的 か，叉 は わ

ずか な 収縮 の 為 ， 周期性 を認め る事 は 困難であつ た ．一

方 ， 胎仔脳圧の 変動 は 最高 10    ，最低 21nm｝  で あ つ

た ．変動時間の 最 も長い もの は 2 分 に 及 ん だ．各症例 を

列記 した の が 表 6 であ る．子 宮収縮 と脳圧変動 の 関係を

見 る と，
9例 中の 7例 は 全 く関 係 な く，予宮収縮 の 変化

が 胎仔脳圧 に影響 して い な い ，2例 に 周期的で頻 回に 及

N 工工
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表 6　 子宮収縮 と 脳圧 の 1嬲 係 （開腹 時）
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図 29　胎 仔 脳 圧 と 子 宮収 縮 　図 30　胎 仔 脳 圧 と 子 宮収縮
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図 31　胎 仔 脳 圧 と 子 宮収縮　図 32　 5 〜10mmHg の 頭 部圧
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　　　 図33　胎仔 頭 部 圧 迫 に よ る 胎仔心 拍 変 化
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ぶ 胎仔脳圧 の 変動を 認め た が ， 子 宮収縮 と同時の 変動で

な く，遅れ る か 叉 は 早 くな つ て い る （図29）．又 こ の 2 例

では， 既に胎仔心 拍数 に著明 な Bradycardia が あ り健

康 な もの とは い え な い ．更 に，胎仔 の 死 亡直前の 状態で

は 子宮収縮 に
一一

致 した胎 仔 脳圧 変 動 を認 め た ．即 ち，瀕

死の 胎 仔 で は 子 宮 収 縮 の 影響 が そ の ま S 胎仔脳庄 に 表 わ

れ た （図30，
31）．

　 （2）　胎仔脳圧 の 変動 と胎仔 心 拍変動の 関係

　脳圧変動 の あつ た 9例 中，心 拍変動 と関係 あ る もの は

な か つ た ．しか し 著明 な Bradycardiaを 来 ゼこした 胎仔

6イ歹いi11］・・／・二 3後Ild・：）著E囑ンな班≧圧 変 動 壅ヒ認長）た．

図34　胎仔頭 部圧 迫 に よ る 胎仔，〔．拍 の 変 化
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　 そ こ で人為的 に胎嚢を通 じて胎仔 の 頭部を圧迫して こ

れ に よつ て 起 る胎仔心拍の 変動 を見 た．4例の 胎仔 に用

手に ，1る 5mm 聴〜30mm  の 頭部圧迫を行な つ た とこ ろ ，

2例 は 圧迫 の た び に 著明 な Bradycardia を招来 し （図

32），1例 は圧迫 の た び に 著 明 な 変化 を す る と共 に 3 回 目

の 圧迫で回 復の 著 し く遅延 した Bradycardia をお こ した

（図33前半）．こ の 例 は 胎仔 心 拍 の 回復に 9分 以 Eを要 し

た （図33）．夊，他 の 1 例 は圧 迫 に よる 変 化 は 少 く ，
20〜

30の 心拍減少であ つ た が 11回 目の 圧迫 で Bradycardia

とな り阿復 に 3分30秒 蓬要 した （図34）．

　　　　　　　　　5． 考　　按

　 （1）　分 娩 時の 胎児 心拍数変動

　Southemヨ4〕35 ）
は t 娩出後の 児の 臍帯 血 中の 酸素の 低

下 に よ つ て 胎児心電図 Lに S−T の 降 ド， T 波の 逆転，
R −R 間隔の 延長 を 認 め た．

　夂 PUtzn6｝n7 ），ReygaertsSB） 等 に よ り心電図学的研究 が

行な われ て い る が ，
HonS9 ］

は S−T の 変化が 生 ず るの は

胎児切迫仮 死 の 徴候と して は 極 め て遅い もの で心 拍数変

動 に よ る徐脈 の 出現の 方 が遥か に早い と述べ てい る．叉

Gaughey ”°）
も Hon と同 じ く心 電図学 的変化 に よ る 胎

児 Anoxia の 証 明 は不可能であ る 事 を述 べ て い る，

　Hon12） は 短時間の 子宮収縮 に よ つ て 起る変動をV型 ・

即 ち Physiolog．　ic　Bradycardia と， 子宮収縮 に 遅 れ 胎児

心拍 の 100以 下 を持続する もの の U 型 ，即 ち PatllQlogic

Bradycardia とに 分 類 し た．叉 Barcia 等
4／ ）

は 胎児心

抽 の 最低値 が 子 宮収縮 に 玉5秒以 内の 遅 れ で あ る もの を

Type 　 I　 dips と呼ぴ，30 秒〜60 秒の 遅 れ に あ る もの を

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図 　　 35
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Type 　II　dips と呼 び，子宮収縮開始 か ら最低胎児心 拍

を 示 す ま での 1「寺間，即 ち
“

　lag．　−time 　
t’

に よつ て 分 類 し ・

た．しか し私が 胎 児 心 電図 か ら毎分間 の 胎児心 拍数 を算

出 して 作 つ た胎児心 拍変動曲線では Hon の い う様 な U

型 の Type を示 す も の 〔特 に 図35に示す よ うな変動） は

見 られ な か っ た ．私 の 研究結果 に よ る と子宮収縮 中 に起

つ た 胎児 の Bradycardia が毎分 60の 拍数 を横ばい に持

続す る 事は 極 め て稀であ つ た （図36）．

　IX　B ・ ・cia 等
41 ’

の い う
“

　lag−time ”
に よ る Type 　l

，

Type 　 H は そ の 変動 が 大 き け れば lag−tlme が 長 くな

り，小 さけ れ ぱ 短 い の であ つ て 1ag−time の 長短 は 心 拍

変動の 大 小 をその ま 〉 あ らわ して お り ， 収縮 か らの お く

れ は それ 程 の 意義がない 様 に思 わ れ る．ま た ，私の 述べ

た 増減型 は 臨床的 に は危険 を示 唆 す る と思 わ れ る が こ の

型 の lag−time の 測定 は不可能 で あ る．　 Hon
，
　Barcia 等

が 胎児心拍の 低
一
ドを胎児 distressの 現象 と して 述べ て い

るの に 対 し，Brady 等
411

は 胎児頻脈の 永続 を問題 に した．

Hon42 〕

も胎児死 亡 の 30〜40 分前に頻脈の あ る事を指摘

した．しか し私は毎分 170以上 の 頻脈が 長期 に存在 した

に もか か わ らず，胎 児に何 の 異常 も見 て い な い 例を経験

し た の で頻脈 は 必ず しも問題 に は な らな い と考え られ

る．胎児心 拍変動の 原因 と して ，M6ndez −Bauer 等
43 》

は子

宮収縮に よ つ て 起る臍帯 の 圧迫，胎 盤 血 流 の 変 化 ，児頭 の

圧迫 に起因 して起る迷走神経 の 反射匡よ る もの と し，著

明な胎盤 血流 の 変化 ， 及び母体 の Anoxia
，
　Hypoxia の

な い か ぎ り，ア ト ロ ピ ン を胎児 に使用 す れ ば 胎児 心 拍の

変動 は 阻止 出来 る と した ．．私 も子宮収縮 に よつ て絨毛間

腔圧 の 変化の あ る事 を認 め た がア ト ロ ピ ン に よ る胎児心

拍の 変動の 阻 止 は 胎 児 自身の distressの 解消 を意味す る

もの とは 考 え に くい ．一
方 ，Hon 且2）

は 絨毛間腔の 血 流が

胎 児 心 拍 の 減 少 に 関係 す る と考 え た ．即 ち ，
A ）Relaxa −

tion 　Phase
’
・　B ）Bog ’irm ｛ng 　 of 　contraeLion 　Phase，　C ）

369＿19

A ・ m ・ ・CC ・・ t… ti・n
，
　D ）End ・f　C ・ nt ・

・
a ・ti・ n を挙げ ，

子宮筋層内の 動 ・静脈管 と絨毛間腔 圧 の 関係 を 説明 し

た．こ れは胎児心拍変動機序を よ く説明 し た が，は た し

て 動 ・静脈管を閉鎖 す る の は どの 位 の 圧 な の か ，又 どれ

程 の 畤間で絨毛間腔 内の 血流条件が悪 くなる の か に つ い

て は 説明が な い ・Hon に よる とこ の 血流障害 と共 に，血

液自体の Hypoxia が あ る時，胎児 心 拍 の 減少は，子宮収

縮 に遅れ，その 最 も減少す る の は 子 宮収縮が終了す る 時

であ る．そ の 様な状態に 長時間に 及 ぶ 子宮収縮 が あ る と

U 型 に 変化 す る とい う．しか し 私 た ちは 長時間 に 及 ぶ 胎

児心拍の 減少は，む し ろ深 い V 型 叉 は増減型を多 く見 て

い る．私 は 6 つ の 型を挙げた が ，
こ れ らの 型 の 変動機 序 を

説明す る 事は 出米 な い ．しか し Hon の い う様に 子竄収

縮 に よっ て 必ず し も減少の 型 を 取 る だげでな く，著し く

増減する型 に お い て も児が 仮 死 に 至 る 事 もあ つ た．一方，
Ramsey ω

や Hendricks45〕は 羊水圧及 び 胎盤圧の 測定 を

行 な い ，更 に Vasiclca“c，dn
等 1ま子宮収縮圧 の 差 に よつ て

起 る胎児心拍 の 変動 に つ い て 報告 し た．こ れ ら研 究 者 に

よ る と子宮収縮 が tetanic と な る Ir寺，胎児 心 拍が 著 明 に

低下 した と述 べ て い る が ，
こ の 場合 ，

teしanic の 収縮 の

圧 が不 明 であ る．私の 研 究 で は40mlli｝壇以上の 予宮収縮 が

長時間続 く時 に胎児心拍 の 著 明 な減少が 見 られ る．こ れ

は 収 縮 の 強 さ
， 収縮時間と胎児心拍変動 の 相互の 関係を

裏付け る もの とい え る．Pou14B）等 は Beckman の Polaro

graphy を用 い て PO ，，動物胎仔頚動脈血 流 量 の 変化 を

胎仔頭部 圧 追 に よっ て 認 め ，頭部圧迫 に よつ て 起 る胎仔

心 拍の 変化 を 報告 した．Romney 等は 同じ く Polaro−

graphy を 眉い て 犬 で実験 し，疹 血 して 母 体 血 圧が 非

常に 落 ち，子宮動脈 血流量 が低 ドし ， 更 に胎児 PO
，， 子

宮 PO2 が低下 して も ， 1拾児心抽数 は 急激に低下す る 事

な く母体動脈 血 の PO2 と共 に か な りの 時間，不 動 か
，

や S 増加 す る とい う，こ れはあ る
一
定量以 内の 血流量変

化では胎児心 拍 に特別影響な い が ， 長時間 に 亘 る 血 流量

の 低下 に よつ て 初め て 胎児心 拍数も変 化 す る 事を示 して

い る． こ の 事は Vasicka の 実験の 表裏であつ て ， そ こ

に絨毛間腔 の 重要な 意義が あ る と考 え られ る．私 の 実験

か ら も4011】mH9 以 上 の 子 宮収 縮圧 に よ つ て 著明 な胎児心拍

変勤 を 示 した．即 ち子 宮収縮 が 直接，絨 毛間腔圧に影響

して胎児心拍 を 著明 に変動 させ る もの と考え られ る．

　 （2）　新生児仮 死 と胎児心 拍数

　胎児仮死 の 原 因は Hon 等 も述べ てい る様 に胎児 血 行

の 問題 が主 で あ る 事は 疑問 の 余地 が な い ．NVasicka （’）

や Paula6｝等 の 実験 に あ る様に胎児心 拍変動 の 型，子宮収
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370− 20 子 宮 収 縮 が 胎 児 に 及 ぼ す 影 響 日産 鯑｝誌 19卷 4 号
・

縮時問の みで，す ぐこ れを胎児仮死に結び つ け る には ま

だ 問題が存され て い る、私 は 20皿n卜逗以 上 の 収縮圧が 30秒

以上持続す る時，胎児心 拍 は 変動 し始 め，40mmde以 Eの 圧

でそ の 変動が 更 に著し くな る 事を確認 し た ．叉 変動の 型

につ い て 見 る と骨盤位 の 仮死を除 く 5例 の 新生児仮死の

内 4 例 に大 きな 谷型， 1例に 大 き な増減型を見 て い る，

又 こ れ らの 胎児心拍 の 画復 も遅 く，あ るい は 次 の 子宮収

縮終了まで不可能であつ た事 か ら強 い 子宮収縮 の 長 蒔 間

の 持続 が 仮死 の 1 つ の 原因 に な り得る 事が 考え られ る．

　 （3） 児頭 の 圧迫 と胎児心拍 の 変動

　児頭の 圧迫 に よ つ て 生ずる Bradycardia は ，
　 Mendez −

Bauer43］ の い う如 く，迷走神経系 へ の 作用に よ る もの

か ， 叉は 脳 圧 迫 に よ る脳 循環 血 量 の 減少 に よ る もの と考

え られ る． 私 の 実験に よ る と児頭圧迫 に よ つ て 生ず る

Bradycardia は
一応，回復可能であ っ て 異常な強 さか ，

あ る い は非常 に 長 時 間 に 及 ぶ 圧迫 の な い か ぎ り児頭圧迫

単独では 胎児仮死 に つ な が ら な い の では ない か と思われ

る．しか し絨毛間腔圧 ， 子宮血流量及び酸素飽和度 の 低

下 等 と合併す る時 に は 重篤 な 胎児 distressをお こ す であ

ろう．

　　　　　　　　　6． 結　　論

　 （1） 胎児心拍数の 変動は
一

定圧 以 上 の 子宮収縮 の持

続 時間 と関係 が あ る ．すな わ ち
一
定圧以 一Eの 収縮の 持続

に よつ て胎児心 拍数 は低下す る．こ れ ら子 宮収縮圧 に つ

い て，2伽 皿  以上の 子宮収縮圧が 30秒以内の 時 には胎児

心 拍 は 変動 しな い が，30秒 以 上 つ Stく と変動をは じめ る．

特に ，40皿m   以 上 の 収 縮 の 持 続時間が 胎児心 拍数の 変動

及び最低数 と最 も密接な関係の あ る事を認め た ．

　 （2）　子 宮収 縮 中に 生 ず る胎児心拍の 変動を 6型 に分

類 した．20mmdg以 上 の 収縮時 に は 平坦型 に 次 ぎ谷型，増

減型であっ た が 40m皿1嗹以 上 では
〜

ド坦型は減少 し， 谷型，

増減型 が 増加 し た ．

　 （3） 新 生 児仮死 を 見 た もの は 谷型，増減型 で あ り，

棄却隈界下限以下 の 時間 も長 く， そ の 圓 復 も子 富収縮終

了 に遅れ る 傾向 を示 した ．

　 （4） 胎児児頭の 圧 迫 に よつ て 胎児心拍 は ，
Brady −

cardia とな るが 生 理 的範囲内の 子 宮収縮圧は 胎児 脳 圧 に

影響 しな い ．

　 し か し頻 測 に及ぶ頭部の 圧 迫 や強度の 児頭 圧迫 は 著明

な Bradycardia を起 す．夊 胎児 が死 亡 寸前 に お い て は

子宮収縮 の 変動は 児頭脳圧 の 変動 と して 現わ れ る ．
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